
３編 ２章 熱の性質とその利用 

 
学習指導要領の項目 (2)ア(ア)㋑、イ        教科書 p.136～155 14時間 ■章の流れ ①熱とは何か ➡ ②エネルギーの利用と私たちの暮らし 

 
 

主な学習活動 
時
間 

ペ
ー
ジ 

教
科
書 

重
点 

記
録 

評価の観点と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への指導の手だての例 

 
１ 熱とは何か 

Ａ 原子や分子の熱運動 

・既習の内容や生活経験を基に、熱やエネルギーにつ

いて知っていることを考える。 

・ブラウン運動について知り、実際に観察する。 

・原子や分子の熱運動と温度との関係について理解す

る。 

・温度の表し方であるセ氏温度や絶対温度について理

解する。 

・温度による物質の状態変化と熱運動との関係につい

て理解する。 

２ 

136
～
139 

知 ◎ 

【知技①】原子や分子の熱運動は温度が高いほど

激しくなることや、温度の意味と表し方、状態変

化と熱運動との関係について理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

原子や分子の熱運動と温度とを関係付けて理解し、図など

を使って友達にわかりやすく説明している。 

拡散は熱運動により生じることを説明したうえで、教科書 p.138

図 1 を見せて、温度が高いほど熱運動が激しいことを捉えさせた

り、p.139 図 2 を基に、温度について確認したりする。 

Ｂ 熱の伝わり方 

・熱の伝わり方には熱伝導、対流、放射があることと、

それぞれの熱の伝わり方について理解する。 

・物質による熱の伝わりやすさの違いについて考え

る。 

・魔法瓶の仕組みなど、熱伝導、対流、放射と人間生

活との関わりについて考え、理解を深める。 

２ 

140
～
141 

知 ◎ 

【知技②】熱伝導や対流、放射とそれらの性質の

利用について人間生活と関連付けながら理解し

ている。        ［発言分析・記述分析］ 

熱伝導や対流、放射について理解し、それぞれの性質を生

かして人間生活でどのように利用しているかを具体的に

捉えている。 

教科書 p.140〜141 の図を基に、熱伝導や対流、放射について再

度説明し、具体的なイメージをもって理解することができるよう

助言・指導する。 

Ｃ 熱容量と比熱 

・熱平衡、熱量、熱容量について理解する。 

・水と鉄を用いて物質の温まりやすさを調べる。 

・実験結果を基に考察し、物質の質量や種類によって

温まりやすさに違いがあることを捉え、熱量の保存

や比熱について理解する。 

・水の比熱が大きいことと人間生活との関わりについ

ての理解を深める。 

・蒸発熱について理解する。 

３ 

142
～
145 

知 ◎ 

【知技③】物質の温まりやすさについて、安全面

に留意して実験を行い、温度変化の様子を温度計

を使って測定し、適切に記録している。 

［行動観察・記録分析］ 

物質の温まりやすさについて、安全面に留意して実験を行

い、温度変化の様子を温度計を正しく使って正確に測定

し、適切に記録している。 

手順を再確認するとともに、温度計の使い方を実際に演示しなが

ら説明し、実験を正しく行い、温度変化の様子を測定することが

できるよう助言・指導する。 

思 ◎ 

【思考①】物質の温まりやすさを調べた結果を基

に科学的に考察し、物質の質量や種類による温ま

りやすさの違いを見いだし、表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

具体的な数値を基に結果を比較して、物質の質量や種類に

よる温まりやすさの違いを見いだし、表現している。 

各手順で何を調べたのかを確認したうえで結果を比較させ、物質

の質量や種類によって温まりやすさに違いがあることに気づく

ことができるよう助言・指導する。 

態 ◎ 

【態度①】実験を丁寧に行い、実験結果を比較し

たり、友達と対話したりしながら、物質の質量や

種類による温まりやすさの違いを見いだそうと

している。      ［発言分析・行動観察］ 

実験を丁寧に行い、結果をほかのグループと確認し合った

り、対話を通して友達の考えを参考にしたりしながら、物

質の質量や種類による温まりやすさの違いを見いだそう

としている。 

実験の目的と手順を再度説明して、実験を丁寧に行うことの必要

性に気づかせたり、友達の考えを聞いたうえで考察させたりしな

がら、物質の質量や種類による温まりやすさの違いに気づくこと

ができるよう助言・指導する。 

知 ◎ 

【知技④】熱平衡や熱容量、比熱、蒸発熱につい

て理解している。    ［発言分析・記述分析］ 

熱平衡や比熱について、実験結果と関連付けて具体的に理

解しているとともに、それらの日常生活での利用例につい

て具体的に捉えている。 

実験結果とそこからわかったことを確認したり、教科書 p.144 図

3 を基に再度説明したりするなどして、熱平衡や熱量の保存、比

熱などについて理解することができるよう助言・指導する。 

（次ページへ続く） 

  

■章の目標 

・熱の性質、エネルギーの変換と保存および有効利用について、日常生活と関連付けて理解するとともに、それら

の観察、実験などに関する技能を身に付ける。 

・熱の性質とその利用について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、人間生活と関連付けて、

科学的に考察し表現する。 

・熱の性質とその利用に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養うとともに、科学

に対する興味・関心を高める。 
 

■章の観点別評価規準 

知識・技能 

熱の性質、エネルギーの変換と保存

および有効利用についての基本的な

概念や原理・法則などを日常生活と

関連付けて理解しているとともに、

科学的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身に付けて

いる。 

思考・判断・表現 

熱の性質とその利用について、問題

を見いだし見通しをもって観察、実

験などを行い、人間生活と関連付け

て、科学的に考察し表現している。 

主体的に学習に取り組む態度 

熱の性質とその利用に主体的に関わ

り、見通しをもったり振り返ったり

するなど、科学的に探究しようとし

ている。 



主な学習活動 
時
間 

ペ
ー
ジ 

教
科
書 

重
点 

記
録 

評価の観点と方法 十分満足できる生徒の評価例 努力を要する生徒への指導の手だての例 

 
２ エネルギーの利用と私たちの暮らし 

Ａ 力学的エネルギーから熱エネルギーへ 

・力学的エネルギーについて理解する。 

・力学的エネルギーが熱エネルギーに変換する仕組み

について理解し、熱現象とエネルギーとの関係につ

いて考える。 

・力学的エネルギーが熱エネルギーに変わることを実

験を通して確かめる。 

・ジュールの実験について知る。 

２ 

146
～
147 

思  

【思考②】力学的エネルギーによる熱の発生につ

いて調べた結果を基に、どのような仕組みで温度

が上がるのかを考察し、表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

実験方法と結果を関連付けて、どのような仕組みで温度が

上がるのかを考察し、表現している。 

各手順の結果について、どのような操作を行ったことでそれらの

結果が得られたのかを確認し、どのような仕組みで温度が上がっ

たのかを考えることができるよう助言・指導する。 

知 ◎ 

【知技⑤】力学的エネルギーから熱エネルギーへ

の変換について理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

力学的エネルギーから熱エネルギーへの変換について、実

験結果と関連付けて具体的に理解している。 

再度、観察・実験 3 を演示して温度が上がることを確認し、力学

的エネルギーが熱エネルギーに変わることを捉えることができ

るよう助言・指導する。 

Ｂ ほかのエネルギーから熱エネルギーへ 

・化学エネルギーから熱エネルギーへの変換について

理解する。 

・発熱反応の実験を行い、化学変化による発熱を確か

める。 

・電気エネルギーから熱エネルギーへの変換について

理解する。 

・家庭での電気の効率的な使い方について考察する。 

２ 

148
～
149 

知 ◎ 

【知技⑥】発熱反応について、器具や薬品を正し

く扱いながら実験を行い、得られた結果をグラフ

に整理している。   ［行動観察・記録分析］ 

発熱反応について、器具や薬品を正しく扱いながら実験を

行うとともに、温度変化を棒温度計を正しく使って正確に

測定し、結果を丁寧にグラフに表している。 

手順を再確認するとともに、縦軸・横軸を記入したグラフ用紙を

配布し、実験を正しく行い、得られた結果をグラフに整理するこ

とができるよう助言・指導する。 

態  

【態度②】家庭での電気の効率的な使い方につい

て、友達と対話しながら、主体的に考えようとし

ている。       ［発言分析・行動観察］ 

家庭での電気の効率的な使い方について、資料を基に自分

なりに考えたうえで、友達との対話を通して自分の考えを

見直し、再度考えをまとめるなど、粘り強く考えようとし

ている。 

家庭で電気を使う場面を想起させ、友達の発言も参考にしなが

ら、複数の電気製品を同時に使うことがあることやブレーカーが

落ちることがあることに気づかせ、家庭での電気の使い方につい

て主体的に考えることができるよう助言・指導する。 

知  

【知技⑦】化学エネルギーや電気エネルギーから

熱エネルギーへの変換について理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

化学エネルギーや電気エネルギーから熱エネルギーへの

変換について理解し、それらが日常生活でどのように利用

されているかを具体的に捉えている。 

教科書 p.148 図 1 を基に、発熱反応について確認したり、電気エ

ネルギーから熱エネルギーへの変換について再度説明したりす

る。 

Ｃ 熱エネルギーから仕事への変換 

・熱機関と熱効率について理解するとともに、熱機関

の熱効率とエネルギーの有効利用について考える。 

・熱現象の可逆変化と不可逆変化について理解する。 

・エネルギーの変換と保存について理解するととも

に、省エネルギーの必要性について考える。 

１ 

150
～
151 

思 ◎ 

【思考③】省エネルギーの必要性について、エネ

ルギーの変換や保存について学んだことを基に

科学的に考察し、表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

省エネルギーの必要性について、具体例を挙げながら根拠

を明確にして考察し、表現している。 

熱機関で熱効率を１にすることができるか、また、不可逆変化で

熱に変化したエネルギーはどうなるかを問いかけ、省エネルギー

の必要性に気づくことができるよう助言・指導する。 

知 ◎ 

【知技⑧】熱機関と熱効率、熱現象の可逆変化と

不可逆変化、エネルギーの変換と保存について理

解している。     ［発言分析・記述分析］ 

熱機関と熱効率、可逆変化と不可逆変化について理解して

いるとともに、エネルギーの変換と保存について、日常生

活でのさまざまなエネルギー変換の利用を挙げて具体的

に理解している。 

熱機関について確認して、排出される熱があることを捉えさせた

うえで、熱効率について再度説明し、熱機関や熱効率について理

解することができるよう助言・指導する。 

Ｄ エネルギーの有効利用 

・エネルギーの有効利用に興味をもち、さまざまな事

例を基に理解を深める。 

・太陽エネルギーの特徴について考え、太陽光発電な

どへの理解を深める。 

・エネルギーを有効利用するためにできることについ

て調べたり考えたりして、科学技術の重要性やあり

方についての考えを深める。 

１ 

152
～
153 

態 ◎ 

【態度③】学んだことを生かして、友達と対話し

ながら、エネルギーの有効利用のためにできるこ

とやそのための科学技術の重要性について多面

的に考えようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

エネルギーの有効利用を自らの問題として捉え、対話を通

して友達の考えを参考にしたり、学んだことや生活経験を

想起したりしながら、自分たちにできることと社会として

できることの両面について自分の考えを見直してまとめ、

説明しようとしている。 

日常生活の中でエネルギーを有効利用するために何ができるか

を問いかけて関心を高めたうえで、視点を社会に広げてさらに考

えさせ、エネルギーの有効利用やそのための科学技術の活用につ

いて主体的に考えることができるよう助言・指導する。 

知  

【知技⑨】エネルギーの有効利用について、人間

生活と関連付けながら理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

エネルギーの有効利用について理解し、それが環境保全に

どのように貢献するかを捉えている。 

エネルギーの有効利用のさまざまな例を示し、日常生活や社会に

おいて工夫がなされていることを捉えることができるよう助言・

指導する。 

章末 

・３編２章で学習した内容を振り返り、整理する。 

・熱の性質とその利用について学習した内容を、「章

末確認テスト」で確かめる。 

１ 

154
～
155 

知 ◎ 

【知技➉】熱の性質、エネルギーの変換と保存お

よび有効利用について、人間生活と関連付けて理

解している。      ［発言分析・記述分析］ 

熱の性質、エネルギーの変換と保存および有効利用につい

て、学習したことを相互に関連付けたり、人間生活と関連

付けたりして理解している。 

教科書の「まとめ」や p.154「学習内容の整理」を振り返らせ、

熱の性質とその利用について理解することができるよう助言・指

導する。 

重点……重点的に生徒の学習状況を確認する観点  記録……全員の生徒の学習状況を記録に残す観点 


